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Novel bolylsilanes, in which a boryl group is bonded to the silicon atom, were synthesized by the reactions 
of (aminosilyl)lithium 10 with chlorodiazaborolidines 11 and 12.  Treatment of (amino)borylsilanes 1 and 
2 with acethyl chloride afforded (chloro)bolylsilanes 3 and 4.  Reductive lithiation of 4 with a lithium 
arenide in THF at −78 °C generated (borylsilyl)lithium 8, which was trapped with chlorosilanes to give 
bolyldisilanes 14 and 15.  Reactions of 3 and 4 with (stannyl)lithium produced corresponding 
(bolylsilyl)stannanes 5 and 6.  Sn-Li exchange reaction of 6 with n-BuLi in THF generated 
(borylsilyl)lithium 8, which was trapped with chlorosilanes to form boryldisilanes 14 and 15. 

















能性ボリルシラン 1および 2の合成をおこなった(Chart 1)。
さらにケイ素原子上の官能基変換をおこなった。つぎに，
3 および 4 の還元的リチオ化または 5 および 6 のスズ–リ
チウム交換反応を用いてホウ素置換基を有するシリルリ





(アミノ)クロロシラン 9と金属リチウムとを THF中 0 °C
で反応させることで(アミノシリル)リチウム 10 を発生さ
せた(Scheme 1)。10 とジアミノクロロボラン 11 および 12
を 0 °Cで反応させることで(アミノ)ボリルシラン 1および
2 を無色の結晶としてそれぞれ収率 63％および 59％で得
た。 
1および 2をジクロロメタン中で塩化アセチルと 0 °Cで
反応させたところ，ケイ素原子上のアミノ基が塩素原子に
変換された(クロロ)ボリルシラン 3 および 4 が白色の固体
としてそれぞれ 80％および 43％で得られた。 
 
合成した 1 および 2 の UV-vis スペクトル測定をおこな
った(Figure 1)。1では λ = 211，224 nmに強い吸収および λ 
= 261 nmに弱い吸収が観測された。2においても類似のス








(クロロ )ボリルシラン 3 にリチウムナフタレニド




(クロロ )ボリルシラン 4 にリチウムナフタレニド
(LiNaph)，リチウム 1–ジメチルアミノナフタレニド
(LDMAN)，リチウム 4,4’–ジ–tert–ブチルビフェニリド
(LDBB)などのリチウムアレーニドを THF 中−78 °C で作
用させた後，捕捉剤としてクロロシランを加えた(Scheme 3 
and Table 1)。その結果，対応するボリルジシラン 14およ




成物の比を Table 1に示す。 
 
Table 1. Reductive lithiation of 4 (E-Cl = Me3Si-Cl). 
Run Lithium arenide Time 14 : 16 :  4 
1 LiNaph 1 h 22 : 78 :  0 
2 LiNaph  15 min 55 : 45 :  0 
3 LDMAN 1 h 29 : 11 : 60 
4 LDBB 1 h 42 : 42 : 17 
2-2スズ–リチウム交換反応による合成 
(クロロ)ボリルシラン 3 にトリメチルスタンニルリチウ
ムを THF 中−78 °C で反応させることで，(ボリルシリル)
スタンナン 5 を白色の固体として収率 55%で得た(Scheme 





ムを THF 中−78 °C で反応させることで, (ボリルシリル)
スタンナン 6 を白色の固体として収率 43%で得た(Scheme 
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